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奴

可

入

道

西

寂

補

考

は
じ
め
に

私
は
前
稿
で
備
後
国
の
平
氏
家
人
奴
可
入
道
西
寂
（
以
下
、
奴
可
西
寂
と
表
記
）

に
つ
い
て
考
察
し
た

2
0
そ
こ
で
は
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
平
氏
に
志
の
深

い
西
寂
が
平
氏
に
背
い
た
伊
予
の
河
野
通
清
を
攻
撃
し
、
こ
れ
を
討
っ
た
と
す
る

『
平
家
物
語
』
（
以
下
『
平
家
』
）
（
2

）
の
記
述
は
お
お
む
ね
事
実
で
あ
っ
た
。
西
寂
は

備
後
国
内
武
士
を
動
員
し
、
伊
予
に
渡
海
し
得
る
兵
船
を
調
達
す
る
権
限
を
持
っ
て

お
り
、
平
氏
軍
制
に
お
け
る
備
後
の
国
奉
行
人
・
家
人
奉
行
的
な
地
位
に
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
備
後
で
は
一
宮
で
あ
る
吉
備
津
宮
が
平
氏
方
で
あ
り
、
西
寂
は

こ
れ
と
連
携
し
て
備
後
に
君
臨
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
山
陽
道
、
四
国
、
九
州
の
他

国
に
も
見
ら
れ
た
平
氏
と
結
合
し
た
一
国
棟
梁
的
武
士
の
国
内
支
配
方
式
の
特
徴
で

あ
っ
た
。

そ
の
後
、
前
稿
で
は
見
落
と
し
て
い
た
関
係
史
料
や
新
た
な
論
点
を
見
出
し
た
の

で
、
ま
と
ま
り
に
乏
し
い
内
容
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
提
示
し
た
い
。

一
、
治
承
五
年
間
二
月
に
伊
予
に
下
さ
れ
た
「
院
庁
下
文
」

『
平
家
』
諸
本
の
中
の
『
源
平
盛
衰
記
』
（
以
下
『
盛
衰
記
』
）
（
3

）
に
は
治
承
二

（
一
一
七
八
）
年
閏
二
月
に
伊
予
国
の
河
野
通
信
を
追
討
す
る
た
め
に
「
院
庁
下

文
」
が
下
さ
れ
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
（
以
下
『
延
慶

一
驚
藤

拓

海

本
』
）
（
4

）
に
も
関
連
す
る
記
述
が
あ
る
。

史
料
一（

閏
二
月
）
八
日
院
庁
の
御
下
文
を
以
て
、
東
海
、
南
海
、
西
海
道
へ
被
下
遣
。

頼
朝
追
討
の
た
め
に
は
、
本
三
位
中
将
重
衡
を
大
将
軍
に
定
仰
ら
る
。
西
国
を
し

づ
め
ん
為
に
は
、
肥
後
守
貞
能
を
被
差
下
け
る
上
に
、
院
の
庁
官
を
被
副
け
り
。

同
町
回
叫
週
間
計
起
時
併
説
は
ほ

t
d時
計
民
つ
例
刊
同
サ
椀
門
吟
列
。

（
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
二
六
天
智
懐
妊
女
賜
大
織
冠
事
）

史
料
二

一
一
月
八
日
、
東
国
へ
ハ
本
三
位
中
将
重
衡
ヲ
大
将
軍
ト
シ
テ
可
被
遣
。
鎮
西
へ
ハ

貞
能
下
向
ス
ベ
シ
。
同
引
回
ぺ
ぺ
噌
椀
可
弓
制
対
バ
討
対
。

其
上
、
兵
衛
佐
頼
朝
以
下
、
東
園
、
北
国
ノ
賊
徒
ヲ
追
討
ス
ベ
キ
ヨ
シ
、
東
海
東

山
へ
院
庁
ノ
御
下
文
ヲ
被
下
。
其
状
一
五
、
（
後
略
）

（
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
巻
三
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東
海
東
山
へ
被
下
院
宣
事
）

ま
ず
史
料
一
の
『
盛
衰
記
』
の
内
容
を
確
認
し
よ
う
。
治
承
五
（
一
一
八
一
）
年

間
二
月
八
日
に
、
東
海
道
・
南
海
道
・
西
海
道
に
院
庁
下
文
を
下
し
た
。
東
国
の
源

頼
朝
追
討
の
た
め
に
平
重
衝
を
大
将
軍
と
し
、
西
国
の
蜂
起
を
鎮
め
る
た
め
は
平
貞

能
を
差
し
下
し
た
と
に
院
庁
官
を
副
え
た
。
伊
予
の
河
野
通
信
を
追
討
す
る
た
め
に

は
院
庁
下
文
を
院
召
次
を
以
て
伊
予
国
へ
下
し
た
。



2 0 1 5 

史
料
一
一
の
『
延
慶
本
』
は
少
々
異
な
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
二
月
八

H
と
あ
る

が
、
正
し
く
は
間
一
一
月
八
日
で
あ
ろ
う
。
東
国
へ
平
重
衝
を
大
将
軍
と
し
て
遣
わ
し
、

鎮
西
へ
平
貞
能
を
向
か
わ
せ
、
伊
予
国
へ
は
川
口
次
を
－
卜
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

院
庁
下
文
は
頼
朝
以
下
の
東
困
・
北
同
の
賊
徒
の
追
討
を
命
じ
た
内
容
で
、
東
海
道

・
東
山
道
に
下
し
た
と
す
る
。
伊
予
へ
院
庁
下
文
を
下
し
た
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
院
召
次
を
派
遣
し
た
と
い
う
点
は
史
料
一
の
『
盛
衰
記
』
と
共
通
し
て
い
る
。

史
料
一
・
て
と
も
こ
の
直
前
に
平
宗
盛
に
よ
る
父
清
盛
の
死
去
と
今
後
の
政
務
は

後
白
河
の
計
ら
い
に
よ
る
旨
の
奏
上
が
あ
り
、
院
殿
上
で
兵
乱
の
議
定
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
。
院
殿
と
で
の
議
定
の
結
果
が
東
国
・
九
州
・
伊
予
へ
の
院
庁
下
文
と
一
平

重
衝
・
一
千
貞
能
派
遣
の
決
定
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
議
定
に
つ
い
て
は
『
玉
葉
』
に
関
連
す
る
記
述
が
あ
る
の
で
次
の
史
料
三
か

ら
五
に
あ
げ
る
。

第日号

史
料
一
一
一（

前
略
）
此
日
於
院
殿
上
被
愈
議
関
東
乱
逆
事
ぷ
々
、
余
依
所
労
不
参
、
（
中
略
）

前
大
将
宗
盛
卿
奏
院
一
ム
、
故
入
道
所
行
唯
一
寸
、
雄
有
不
叶
愚
t
忠
之
事
情
寸
、
不
能
諌
争
、

川ハ

γ
彼
命
所
罷
過
也
、
於
今
者
万
事
偏
以
院
宣
之
趣
可
存
行
候
、
先
関
東
事
、
兵

組
己
尽
、
無
力
征
伐
、
如
故
人
道
之
沙
汰
者
、
西
海
・
北
陸
道
等
運
上
物
併
点
定
、

可
宛
彼
娘
米
云
々
、
此
条
又
何
様
可
候
哉
、
若
有
可
被
宥
七
之
儀
者
可
被
計
仰
下

欺
、
又
猶
可
被
追
討
者
可
存
其
旨
、
召
公
卿
於
院
、
余
議
之
後
、
奉
一
決
之
趣
可

進
退
也
云
々
者
、
依
此
申
状
有
A
I
之
群
議
一
五
々
、
（
後
略
）

（
『
玉
葉
』
治
示
五
（
一
一
八
一
）
年
閏
一
↓
月
六
日
条
）

史人

史
料
四（

前
略
）
昨

H
命
議
問
実
守
卿
之
処
、
返
事
如
此
、

昨
日
群
議
之
趣
、
雌
有
少
異
大
略
一
同
候
欺
、
（
中
略
）
経
房
朝
臣
伝
仰
紬
己
円
一
五
、

関
東
逆
乱
之
問
、
依
天
下
飢
健
御
祈
不
合
期
、
米
兵
棟
じ
は

f
、
賊
ト
H
群
集
尼
仮

回
、
猶
可
被
追
討
敗
、
若
又
被
宥
行
之
儀
如
何
、
一
同
中
云
、
先
被
下
院
宣
、
随

其
状
跡
吋
有
沙
汰
、
一
五
御
祈
云
兵
槙
米
、
随
堪
可
有
沙
汰
之
趣
候
、
重
仰
一
戸
、
被

成
庁
御
下
文
、
其
状
如
何
、
又
使
省
誰
人
哉
、
両
海
有
謀
反
之
聞
、
又
如
何
、
人

々
申
云
、
凶
海
事
、
同
可
被
下
庁
ド
文
、
使
者
事
両
係
、
或
主
典
代
若
庁
官
、
或

四
位
院
司
云
々
、
状
跡
事
、
或
一
通
載
国
々
可
令
但
見
、
或
国
々
各
別
、
付
国
司

可
遣
、
（
中
略
）
庁
下
文
之
問
事
、
正
ハ
沙
汰
可
候
之
由
承
反
候
、
大
略
暫
休
征
伐
、

出
凶
阿
可
司
椀
材
。
両
側
賊
弓
付
、

伝
聞
、
今
旦
以
命
議
之
己
口
、
為
使
静
賢
法
印
被
仰
遣
宗
盛
卿
許
、
於
門
外
以
能
円

伝
示
仰
胃
、
幕
下
返
奏
云
、
猶
於
重
衝
者
来
十
日
一
定
可
下
遣
也
、
然
苦
東
同
勇

士
等
－
一
本
頼
朝
、
可
随
重
衝
之
由
可
載
院
宣
者
、
静
賢
一
ぶ
、
若
為
此
儀
者
、
被
遣
院

宣
無
益
、
只
一
向
不
可
変
征
伐
之
儀
事
欺
、
素
付
令
申
給
之
状
、
巳
有
群
議
、
今

被
報
奏
之
旨
、
依
違
了
、
何
様
吋
候
哉
云
々
、
重
一
不
云
、
招
頼
盛
・
教
盛
等
卿
相

議
、
重
可
A
H
申
云
々
、
（
後
略
）（

『
ギ
柴
』
治
承
五
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一
八
一
）
年
間
一
一
月
七
日
条

史
料
五（

前
略
）
伝
聞
、
一
昨
日
隆
本
・
忠
親
等
卿
参
院
、

俊
経
卿
令
草
云
々
、
今

H
俊
経
卿
持
参
件
草
、

之
由
有
法
皇
之
仰
、
然
而
前
幕
下
只
賜
此
状
、

申
請
一
五
々
、
御
使
召
継
云
々
、
（
後
略
）

（
『
玉
葉
』
治
承
冗
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一
八
一
」
年
間
一
一
月
九
日
条
）

閏
二
月
六
円
、
「
関
東
乱
逆
事
」
に
関
す
る
命
議
が
あ
っ
た
。
平
山
一
不
感
が
今
後
は
万

事
を
院
宣
に
従
う
こ
と
、
消
盛
の
遣
会
一
一
一
ー
に
よ
っ
て
阿
海
道
・
北
陸
道
か
ら
兵
純
米
を

徴
発
し
て
源
頼
朝
を
迫
討
す
る
か
、
も
し
く
は
頼
朝
を
宥
免
し
て
和
解
す
る
か
を
決

定
し
て
欲
し
い
こ
と
を
後
臼
何
院
に
奏
上
し
た
。
院
は
院
殿
上
に
て
議
定
を
お
こ
な

い
、
こ
れ
に
つ
い
て
公
卿
ら
に
諮
問
し
た
。
山
府
公
卿
の
立
見
は
お
お
む
ね
一
致
し



奴可入道州寂補考（爾藤）

て
お
り
、
い
っ
た
ん
追
討
を
休
止
し
て
宥
免
の
「
院
官
ご
を
下
す
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
ず
宥
免
の
「
院
宣
」
を
下
し
、
頼
朝
ら
の
反
応
に
応
じ
て
そ
の
後
の
対
応

を
判
断
す
る
。
丙
海
道
へ
も
同
様
の
対
応
を
と
り
、
「
庁
御
下
文
」
の
形
式
を
一
通
に

国
々
を
記
載
し
て
の
回
覧
形
式
に
す
る
か
、
も
し
く
は
国
別
に
遣
わ
す
の
か
、
使
者

を
主
典
代
、
庁
官
、
四
位
院
司
の
い
ず
れ
に
す
る
か
も
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
史
料

凹
の
「
院
宣
」
と
「
庁
御
下
文
」
・
「
庁
ド
文
」
は
同
じ
文
書
を
差
し
て
い
る
と
思
わ

れ
、
『
玉
葉
』
は
こ
の
後
に
実
際
に
重
衝
に
下
さ
れ
た
文
書
を
治
承
五
（
一
一
八
一
）

年
間
二
月
一

O
日
条
で
は
「
院
宣
」
、
同
一
五
日
条
で
は
「
院
庁
御
下
文
」
と
表
記
し

て
い
る
。
松
島
周
一
氏
は
こ
の
時
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
院
庁
下
文
で
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
（
主

O

後
白
河
院
が
こ
の
ぶ
針
を
宗
盛
に
伝
え
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
宗
盛
は
病
で
帰
還
し
た

知
盛
に
替
わ
っ
て
重
衝
を
下
向
さ
せ
る
の
で
｛
6
1

東
国
武
士
た
ち
に
頼
朝
か
ら
離
反

し
て
重
衝
に
従
う
よ
う
「
院
宣
」
（
H
院
庁
下
文
）
に
載
せ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
宗

盛
は
前

H
の
奏
k
か
ら
一
転
し
て
強
硬
論
を
主
張
し
て
い
る
。
九
白
、
藤
原
俊
経
が

持
参
し
た
院
庁
下
文
の
草
案
を
後
白
河
院
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
が
、
宗
盛
は
こ
れ
を

歓
迎
し
て
重
衝
に
遣
わ
さ
れ
る
こ
と
を
申
請
し
た
。
そ
し
て
宗
盛
が
渋
る
後
白
河
を

押
し
切
っ
た
よ
う
で
、
一
五
日
に
追
討
使
の
重
衝
が
院
庁
下
文
を
携
え
て
発
向
し
て

い
る
E
。

こ
の
よ
う
に
史
料
一
、
一
一
が
東
国
に
院
庁
下
文
を
下
し
て
重
衝
を
派
遣
し
た
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
玉
葉
』
に
よ
っ
て
お
お
む
ね
事
実
と
し
て
裏
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
次
に
西
海
道
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
西
海
道
で
は
治
承
四
（
一
一
八

O
）
年
一
一
月
に
蜂
起
し
て
い
た
肥
後
の
菊
池
隆
買
を
思
免
し
た
が
効
果
は
な
く
E
、

翌
年
正
月
に
菊
池
隆
直
追
討
宣
日
が

a

卜
さ
れ
て
い
る
E
o
そ
し
て
史
料
四
に
あ
る
よ

う
に
閏
一
一
月
に
は
西
海
道
に
院
庁
下
文
を
下
す
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は

東
国
を
対
象
と
し
た
場
合
と
同
じ
く
、
降
直
を
宥
免
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
す

で
に
見
た
よ
う
に
頼
朝
を
宥
免
す
る
東
国
へ
の
院
庁
下
文
は
平
氏
の
強
硬
姿
勢
に
よ

っ
て
転
換
さ
れ
た
が
、
西
海
道
へ
の
院
庁
下
文
が
ど
う
な
っ
た
か
は
『
玉
葉
』
は
記

し
て
い
な
い
。
同
月
、
再
び
隆
庶
追
討
官
一
旨
が
下
さ
れ
た
が
、
そ
の
文
中
に
院
庁
下

文
が
実
際
に
ド
さ
れ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
部
分
が
あ
る
。
史
料
六
に
『
古
記
』
に
引

用
さ
れ
た
菊
池
隆
直
追
討
宣
旨
を
あ
げ
た
。

史
料
六

治
承
五
年
四
月
十
四
日
宣
旨
、

肥
後
国
住
人
藤
原
高
直
、
頃
年
以
来
恋
振
武
威
、
忽
背
皇
化
、
非
宮
本
住
之
州

時
、
既
及
傍
国
之
郷
土
、
偏
任
狼
一
民
之
心
、
芳
成
鳥
合
之
群
、
加
之
海
路
設
白

波
之
賊
徒
、
陸
地
結
緑
林
之
薫
類
、
不
論
庄
公
、
奪
取
乃
貢
、
致
轟
害
於
諸
民
、

企
草
食
於
九
国
、
依
欲
及
都
府
、
府
宵
井
国
々
軍
兵
等
令
防
禦
之
慮
、
度
々
戦

両
者
叫
づ
必
需
同
頗
以
訴
斗
マ
ぱ
高
起
訴
悌
弔
慌
恒
側
づ
d
鋭
部
時
刻
が
ぜ
川
間

禁
過
之
旨
、
ム
日
院
庁
差
使
被
下
知
先

f
、
而
肝
瓶
踊
川
噌
、
定
盗
未
休
云
々
、
叛

逆
之
至
責
而
有
齢
、
宜
仰
前
右
近
衛
大
将
平
朝
刊
同
、
催
管
内
諸
国
軍
兵
、
令
追

討
彼
自
直
井
同
意
奥
力
輩
、
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（
『
士
口
記
』
治
承
五

蔵
人
頭
左
中
静
藤
原
経
房
卒
、

一
八
一
）
年
四
月
一
四
日
条
）

傍
線
部
に
「
藤
原
高
直
」
（
菊
池
降
直
）
の
勢
力
が
大
宰
府
に
及
ん
だ
た
め
、
「
府

官
井
国
々
軍
兵
」
が
防
御
し
て
度
々
戦
闘
に
な
っ
た
と
大
宰
府
が
頻
り
に
言
上
し
た

た
め
、
追
討
使
を
派
遣
し
て
隆
直
を
征
伐
す
る
こ
と
と
そ
れ
ま
で
は
管
内
諸
国
が
協

ん
し
て
隆
直
に
対
抗
す
る
旨
を
追
討
宣
旨
に
先
だ
っ
て
院
庁
か
ら
使
者
を
派
遣
し
て

下
知
さ
せ
た
と
あ
る
。
こ
の
院
庁
か
ら
の
使
者
が
史
料
四
で
検
討
さ
れ
た
よ
う
な
院

庁
下
文
を
携
え
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
ら
。
そ
の
内
容
は
隆
直
の
追
討

で
あ
り
、
東
国
へ
の
院
庁
下
文
と
同
様
に
強
硬
路
線
へ
内
容
が
転
換
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
四
月
に
九
州
の
有
力
な
平
氏
家
人
原
田
種
直
が
大
宰
権
少
弐
に
任
じ
ら
れ

た
の
も
こ
う
し
た
強
硬
路
線
の
．
環
で
あ
ろ
う
〈
川
）

O

次
に
平
貞
能
を
鎮
丙
へ
派
遣
す
る
と
し
た
記
述
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
史
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料
一
－
－

J

の
時
期
で
あ
る
閏
二
月
に
は
、
貞
能
は
美
濃
・
尾
張
困
境
付
近
で
源
行
家

ら
の
軍
勢
と
対
峠
し
て
い
た
。
一
五
日
の
重
衝
発
向
の
こ
ろ
に
郎
従
を
京
に
送
り
、

戦
況
を
報
告
し
て
お
り
（
日
）
、
そ
の
ま
ま
三
月
一

O
日
の
墨
俣
合
戦
に
も
参
加
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
貞
能
が
追
討
使
と
し
て
実
際
に
九
州
に
向
か
う
の
は
八
月
に
入
っ
て
か

ら
で
あ
る
百
一

O

史
料

L

ハ
に
見
え
る
よ
う
に
、
九
州
へ
の
追
討
使
派
遣
は
西
海
道
宛
て

の
院
庁
下
文
が
作
成
さ
れ
た
閏
二
月
の
段
階
で
決
定
さ
れ
て
い
た
。
貞
能
派
遣
が
実

際
に
動
き
出
す
の
は
、
墨
俣
合
戦
後
に
京
へ
帰
還
し
た
で
あ
ろ
う
三
月
中
旬
以
降
で

あ
り
、
史
料
ム
ハ
の
菊
池
隆
直
追
討
宣
旨
が
平
山
一
不
盛
に
下
さ
れ
た
四
月
以
降
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。

以
L
し
の
よ
う
に
史
料
一
・
一
一
の
『
盛
表
記
』
・
『
延
慶
本
』
が
語
る
東
国
・
九
州
へ

の
院
庁
下
文
と
平
重
衝
・
一
半
貞
能
の
派
遣
は
同
時
代
史
料
に
よ
っ
て
お
お
む
ね
事
実

で
あ
っ
た
と
裏
付
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
伊
予
に
院
庁
下
文
が
下
さ
れ
た
と
す
る
部

分
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
で
こ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
は
見
つ
か
ら
な
い
。
『
玉

葉
』
の
閏
－
一
月
の
記
述
で
も
関
東
L
」
九
州
の
謀
反
の
対
応
策
は
議
題
と
な
っ
て
い
る

の
だ
が
、
伊
予
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

『
吾
妻
鏡
』
治
承
五
（
一
一
八
一
）
年
間
二
月
一
二
日
条
は
「
伊
予
国
住
人
河
野

四
郎
越
智
通
清
反
平
家
率
軍
兵
押
領
当
国
之
由
。
有
其
聞
云
々
。
」
と
記
し
、
伊
予
で

の
河
野
通
清
蜂
起
の
伝
聞
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
『
愛
媛
県
編
年
史
』
は
「
其
聞
」

が
有
っ
た
の
は
東
固
と
し
て
い
る
主
o

同
月
四
日
の
平
清
盛
の
死
が
〈
口
、
三
者
康
信

の
書
状
に
よ
っ
て
鎌
倉
に
伝
わ
っ
た
の
が
一
九
日
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
（
？

京
か
ら
鎌
倉
に
情
報
が
伝
わ
る
ま
で
お
よ
そ
一
五
日
程
度
で
あ
る
。
こ
の
口
数
は

『
延
喜
式
』
が
記
し
て
い
る
京
と
相
模
の
聞
の
移
動

H
数
と
お
お
む
ね
一
致
し
て
い

る
ら
o

鎌
倉
に
報
を
伝
え
た
人
物
が
京
で
河
野
通
清
蜂
起
の
情
報
が
丘
に
し
た
の
は
、

問
二
月
二
一
円
か
ら
一
五
日
程
度
遡
っ
て
て
月
末
か
ら
閏
今
一
月
初
め
ご
ろ
と
な
る
だ

ろ
う
か
。
『
盛
衰
記
』
が
伊
予
に
院
庁
下
文
を
下
し
た
と
さ
れ
、
『
延
慶
本
』
が
バ
ロ
次

を
遣
わ
し
た
と
す
る
時
期
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。

『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
が
、
京
で
河
野
通
清
蜂
起
の
情
報
を
聞
い
た
日
付
で
L
1
項
さ

第 6号史人

れ
て
い
る
吋
能
性
も
考
え
て
お
き
た
い
。
『
吾
妻
鏡
』
は
鎌
倉
外
に
お
け
る
出
来
事
を

鎌
倉
に
伝
わ
っ
た
日
付
で
記
し
て
い
る
場
合
と
現
地
で
起
き
た
日
付
で
記
し
て
い
る

場
合
と
が
あ
る
。
閏
二
月
だ
と
二
一
日
の
川
野
通
清
蜂
起
の
記
事
の
前
後
に
あ
る
一

O
H
の
藤
原
景
高
発
向
と
一
五
日
の
院
庁
下
文
を
借
び
て
の
平
重
衝
発
向
が
『
玉

葉
』
と
同
じ
日
の
出
来
事
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
清
盛
死
去
の
記
事
は

凶
日
に
な
項
さ
れ
た
後
、
そ
れ
が
コ
一
斉
康
信
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
記
事
が

一
九
日
に
立
項
さ
れ
て
い
る
。
閏
二
月
二
一
日
に
京
で
河
野
通
清
蜂
起
の
伝
聞
が
あ

っ
た
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
伊
予
に
院
庁
下
文
が
下
さ
れ
た
こ
と
か
ら
派
生
し
た
情

報
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
史
料
一
・
二
の
東
国
・
九
州
の
院
庁
下
文
の
部

分
が
別
の
史
料
に
よ
っ
て
お
お
む
ね
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
、
伊
予
に
院
庁
下
文
が
一
卜

さ
れ
た
と
さ
れ
る
時
期
に
『
吾
妻
鏡
』
が
河
野
氏
蜂
起
の
伝
聞
を
記
し
て
い
る
こ
と

か
ら
『
盛
ぃ
誌
記
』
・
『
延
慶
本
』
が
伊
予
に
院
刀
打
次
を
派
遣
し
て
院
庁
下
文
を
ド
し
た

と
す
る
記
述
も
何
か
し
ら
の
事
実
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
た
い
。
後
述
す
る
よ
う

に
閏
二
月
の
時
点
で
は
河
野
通
清
は
ま
だ
生
存
し
て
お
り
、
『
盛
衰
記
』
に
あ
る
伊
予

へ
の
院
庁
ド
文
が
追
討
を
命
じ
た
対
象
は
河
野
通
信
で
は
な
く
通
清
で
あ
ろ
う
。
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二
、
『
延
慶
本
』
の
奴
可
西
寂
の
伊
予
優
攻
記
事
に
つ
い
て

木
章
で
は
奴
可
西
寂
の
伊
予
侵
攻
に
つ
い
て
他
の
『
平
家
』
に
比
し
て
詳
細
な
記

事
を
持
つ
『
延
慶
本
』
の
記
述
を
検
討
し
た
い
。
『
延
慶
本
』
に
は
今
一
ケ
所
に
奴
吋
両

寂
の
伊
予
侵
攻
記
事
が
あ
り
、
治
承
四
（
一
一
八

O
）
年
一
－
一
刀
に
配
置
さ
れ
て
い

る
の
が
後
述
の
史
料
一

O
で
あ
る
。
も
う
一
ケ
所
は
治
承
五
（
一
一
八
一
）
年
二
月

に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
現
地
の
情
勢
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
何
ら
か
の
資
料
に

よ
っ
た
と
す
る
部
分
で
あ
る
が
、
『
平
家
』
の
メ
イ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
さ
し
た
る
意

味
を
持
た
な
い
部
分
で
あ
る
た
め
に
縮
約
さ
れ
た
結
果
、
他
の
『
平
家
』
諸
本
の
記

述
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
（
刊
一

O



（市藤）

『
延
慶
本
』
の
こ
の
記
述
（
後
述
す
る
史
料
七
・
八
）
は
「
河
野
」
と
「
川
野
」

が
混
在
し
た
り
、
河
野
氏
の
高
縄
城
を
「
高
直
城
」
、
「
河
野
ガ
館
」
、
「
川
野
城
」
と

表
記
し
た
り
、
西
寂
が
「
沼
賀
入
道
西
第
」
・
「
奴
回
入
道
」
と
さ
れ
る
な
ど
の
表
記

の
不
統
一
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
西
寂
が
「
安
芸
ノ
奴
田
城
」
に
龍
も
っ
た
と
さ
れ

る
よ
う
な
奴
可
と
奴
田
の
混
乱
、
石
見
国
に
逃
れ
た
は
ず
の
河
野
通
信
の
沼
田
郷
か

ら
の
帰
還
な
ど
の
地
理
の
混
乱
と
記
述
の
矛
盾
も
あ
る
。
後
半
に
登
場
す
る
「
大
子

ノ
源
一
一
ご
な
る
人
物
は
何
の
説
明
も
な
い
た
め
、
河
野
通
信
に
生
け
捕
ら
れ
て
殺
さ

れ
る
ま
で
の
経
過
は
全
く
わ
か
ら
な
い
。
類
似
し
た
記
述
を
持
つ
『
長
門
本
』
は
こ

う
し
た
混
乱
や
矛
盾
は
お
お
む
ね
修
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
述
の
混
乱
や
矛

盾
は
、
『
延
慶
本
』
の
編
者
が
参
考
に
し
た
で
あ
ろ
う
複
数
の
資
料
を
継
ぎ
接
、
ぎ
し
た

後
、
編
集
途
上
の
ま
ま
の
段
階
で
あ
っ
た
た
め
に
残
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
内
容
に
お
い
て
も
前
半
と
後
半
で
は
性
格
の
違
い
が
顕
著
で
あ
る
。
ま

ず
は
前
半
部
を
検
討
し
よ
う
。

奴 nf人道西寂補 考

史
料
七（

治
承
五
年
二
月
）
十
七
日
（
中
略
）
其
午
時
計
二
、
伊
与
国
ヨ
リ
飛
脚
来
テ
申

ケ
ル
ハ
、
当
国
住
人
河
野
介
通
清
、
去
年
冬
ヨ
リ
謀
叛
ヲ
発
テ
、
当
国
道
後
境
ナ

ル
高
直
城
ニ
立
能
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
備
中
国
住
人
沼
貸
入
道
商
務
、
彼
ヲ
諒
ム
ト
テ
、

備
後
ノ
ト
モ
ヨ
リ
千
余
騎
ニ
テ
河
野
ガ
館
へ
押
寄
テ
、
通
清
ヲ
責
ム
。
夜
昼
九
日

程
戦
ケ
レ
ド
モ
、
互
ニ
勝
負
ヲ
モ
不
決
ザ
リ
キ
。
愛
西
務
ガ
甥
、
沼
賀
七
郎
伊
重

ト
云
者
、
城
ノ
内
ニ
責
入
テ
戦
ケ
ル
処
ニ
、
何
ガ
シ
タ
リ
ケ
ム
、
太
刀
ヲ
打
ヒ
ラ

メ
ケ
ル
所
ヲ
、
通
清
吉
ヒ
マ
ト
思
テ
、
馬
ノ
頚
ヨ
リ
足
ヲ
越
シ
テ
、
エ
タ
リ
、
ヲ

ウ
ト
テ
、
沼
賀
七
郎
ニ
引
組
タ
リ
。
伊
重
シ
パ
ラ
ク
カ
ラ
カ
ヒ
テ
、
上
下
ヲ
争
ケ

レ
ド
モ
、
力
ラ
劣
リ
ナ
リ
ケ
レ
パ
、
生
取
レ
テ
城
内
へ
押
龍
ラ
ル
。
憂
目
ニ
ゾ
合

タ
リ
ケ
ル
。
此
ノ
処
ニ
ヲ
リ
ヲ
エ
テ
、
通
清
ガ
舎
弟
、
北
条
三
郎
通
経
ト
云
者
、

勝
ニ
乗
テ
、
城
内
ヨ
リ
主
従
轡
ヲ
ナ
ラ
ベ
テ
懸
出
、
戦
ヒ
ケ
リ
。
西
勿
甥
ヲ
取
ラ

〈
〆
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
、
〈
〈
〈
〈
〆
』
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
》

レ
テ
不
安
居
ヒ
、
今
ヲ
陪
ト
田
市
奴
テ
戦
ケ
ル
ニ
、
近
経
カ
即
等
ヲ
打
殿
、
只
一
人

一
一
成
テ
戦
ケ
ル
ヲ
、
西
努
多
勢
ノ
中
ニ
取
寵
テ
、
通
経
ヲ
手
取
ニ
シ
テ
、
西
勿
使

者
ヲ
以
テ
イ
ワ
セ
ケ
ル
ハ
、
城
内
ニ
モ
生
取
候
ラ
ム
。
西
須
又
生
取
ヲ
帯
セ
リ
。

同
間
対
サ
時
斗
同
汁
ベ
ヰ
ヰ
勝
局
対
雨
対
吋
刊
付
け
竹
川
ぺ
、
通
清
申
ケ
ル
ハ
、

敵
ニ
生
取
ル
、
程
ノ
不
覚
仁
ヲ
パ
、
生
テ
ナ
ニ
＼
カ
ハ
セ
ム
。
只
切
ニ
ス
ギ
タ

ル
事
ナ
シ
ト
テ
、
使
者
ノ
見
所
ニ
テ
、
沼
賀
七
郎
伊
重
ヲ
切
。
使
者
帰
テ
此
由
云

ケ
レ
パ
、
答
ニ
君
無
ト
テ
、
北
条
三
郎
引
出
テ
切
ラ
ム
ト
ス
ル
処
ニ
、
通
経
申
ケ

ル
ハ
、
弓
箭
取
習
ヒ
、
生
取
ル
、
事
モ
常
ノ
習
也
。
同
兄
弟
ノ
間
ニ
無
情
コ
ソ
口

惜
ケ
レ
。
一
日
連
ヲ
ユ
ル
シ
給
へ
。
館
ノ
案
内
者
也
。
手
引
シ
テ
通
清
打
落
ス
ベ

シ
。
其
後
死
生
ハ
入
道
殿
ノ
計
也
ト
申
ケ
レ
パ
、
西
須
ユ
ル
シ
テ
ケ
リ
。
其
夜
子

魁
計
二
、
北
条
三
郎
ヲ
案
内
者
ト
シ
テ
、
後
ノ
口
ヨ
リ
押
寄
テ
、
時
ヲ
ハ
ト
ツ
ク

D
q
d時
斗
バ
討
対
外
可
斗
晴
於
村
豆
町
付
バ
ペ
、
城
内
兵
共
、
下
ニ
ハ
煙
ニ

ム
セ
ビ
、
上
ニ
ハ
敵
責
ケ
レ
パ
、
不
懲
シ
テ
、
取
物
モ
取
ア
ヘ
ズ
、
落
ニ
ケ
リ
。

大
将
軍
河
野
介
通
清
被
討
ケ
リ
。
嫡
子
川
野
四
郎
通
信
ハ
川
野
城
ヲ
落
テ
、
石
見

国
へ
引
テ
渡
ル
。
奴
回
入
道
ハ
、
川
野
介
、
同
舎
弟
川
野
二
郎
通
家
以
下
、
可
然

損
耗
ぺ
頭
づ
耐
え
時
対
項
イ
d
dづ
4
議
ぺ
対
封
ぺ
料
問
鳩
斗
バ
銭
外
刈
。

（
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
巻
－
一
↓
沼
賀
入
道
与
河
野
合
戦
事
前
半
部
）
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史
料
七
で
は
「
沼
賀
入
道
西
窃
」

l
奴
可
西
寂
が
高
縄
城
を
攻
撃
し
、
こ
れ
を
攻

略
す
る
ま
で
の
詳
細
な
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
。
西
寂
の
甥
七
郎
伊
重
が
河
野
通
清

に
生
け
捕
ら
れ
、
一
方
で
西
寂
は
通
清
の
弟
北
条
三
郎
通
経
を
多
勢
で
取
り
こ
め
て

捕
虜
に
し
た
。
回
寂
は
伊
重
と
北
条
通
経
と
の
捕
虜
交
換
を
提
案
し
た
が
、
河
野
通

清
は
こ
れ
を
拒
否
し
、
伊
重
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
西
寂
が
北
条
通
経
を
切
ろ
う
と

す
る
と
、
通
経
は
兄
に
見
捨
て
ら
れ
た
こ
と
を
恨
み
、
自
分
が
高
縄
城
の
手
引
き
を

す
る
と
申
し
出
た
た
め
、
丙
寂
は
こ
れ
を
許
し
た
。
子
の
刻
ご
ろ
、
通
経
の
案
内
に

よ
っ
て
城
の
「
後
ノ
日
」
か
ら
と
き
の
声
を
上
げ
、
竹
林
に
火
を
か
け
て
攻
め
込
ん

だ
。
城
兵
た
ち
は
煙
に
む
せ
ぶ
中
で
西
寂
ら
に
攻
め
ら
れ
、
落
ち
延
び
て
い
っ
た
。

何
野
通
清
は
討
た
れ
、
通
清
ら
主
交
っ
た
者
た
ち
の
首
級
三
六
が
京
へ
送
ら
れ
た
。
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史
料
七
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
奴
可
西
寂
が
い
か
に
し
て
河
野
通
清
の
籍
も
る
高
縄

城
を
攻
略
し
た
か
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
傍
線
部
は
攻
撃
側
の
視
点
で
描
か
れ
た
部

分
で
あ
り
、
視
点
は
河
野
氏
よ
り
も
阿
寂
の
側
に
あ
る
と
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
特
に

北
条
通
経
の
手
引
き
で
城
の
背
後
か
ら
攻
撃
す
る
一
連
の
く
だ
り
は
、
攻
撃
側
に
い

な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
情
報
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
西
寂
が
京
に
送
っ
た
と
い
う
河
野

通
清
・
通
家
ら
の
首
級
の
数
が
「
品
川
六
」
と
や
け
に
具
体
的
な
数
字
が
出
て
く
る
の

も
注
目
さ
れ
る
（
円
）

O

『
平
家
』
の
原
資
料
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
も
の
に
合
戦
記
ゃ
い
く
さ
語
り
が
あ
る

き
o

朝
廷
が
追
討
宣
旨
の
類
を
下
し
た
場
合
、
追
討
使
は
戦
況
・
戦
果
を
記
し
た
合

戦
日
記
を
首
級
や
捕
虜
と
共
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
を
も
と
に
し
て
勲
功

者
注
文
が
作
成
さ
れ
、
勲
功
者
に
恩
賞
が
与
え
ら
れ
る
（
担
。
西
寂
が
河
野
通
清
ら
の

首
級
を
京
に
送
っ
た
と
す
る
な
ら
、
合
戦
日
記
の
類
も
同
じ
く
送
ら
れ
た
は
ず
で
あ

る
。
史
料
七
の
原
資
料
の
一
部
に
、
奴
可
西
寂
率
い
る
攻
撃
側
の
合
戦
記
ゃ
い
く
さ

語
り
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
を
考
え
た
い
。
攻
城
戦
の
具
体
的
な
経
過
や
首
級

「
品
川
六
」
と
い
う
具
体
的
な
数
字
は
合
戦
日
記
の
類
を
参
照
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

弓
ノ
よ

μ
。

室
町
期
に
成
立
し
た
と
い
う
伊
予
河
野
氏
の
記
録
『
予
章
記
』
は
奴
可
西
寂
の
伊

予
侵
攻
に
つ
い
て
『
平
家
』
を
引
用
す
る
が
、
そ
の
『
平
家
』
は
『
間
部
本
』
に
近

い
内
容
で
あ
る
ゑ
。
『
予
章
記
』
は
そ
の
後
で
「
彼
物
語
卜
家
ノ
相
伝
ト
少
シ
替
目
有

一
五
」
と
『
平
家
』
と
内
科
の
異
な
る
「
家
ノ
相
伝
」
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
平
氏
軍
は
七
ヶ
国
か
ら
動
員
し
た
一
万
余
騎
で
あ
り
、
奴
可
酉
寂
に
よ
っ
て
河

野
通
清
ら
が
龍
も
る
高
縄
城
が
攻
撃
さ
れ
、
「
城
中
ニ
返
リ
忠
ノ
者
有
而
敵
ヲ
曳
人
」

れ
た
た
め
に
通
清
が
討
た
れ
た
と
い
う
。
内
通
在
に
よ
っ
て
落
城
し
た
と
の
記
述
は

史
料
七
と
共
通
し
て
い
る
が
、
攻
城
戦
の
詳
細
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
『
延
慶
本
』
は

『
予
宵
十
記
』
と
同
源
の
伝
承
を
取
り
抜
い
な
が
ら
、
『
予
章
記
』
が
参
照
し
な
か
っ
た

攻
城
戦
の
詳
細
が
記
さ
れ
た
資
料
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
後
半
部
を
検
討
し
た
い
。

第 6i} 史人

申
軒
八

愛
ニ
通
清
ガ
養
子
、
出
雲
一
房
宗
賢
ト
云
僧
ア
リ
。
是
ハ
平
家
忠
盛
子
也
。
大
力
ラ

ノ
甲
ノ
者
也
。
師
以
前
ニ
他
行
シ
タ
リ
ケ
ル
ガ
、
此
ヲ
問
、
念
ギ
伊
与
へ
越
テ
、

舎
弟
通
信
ニ
タ
ヅ
ネ
ア
ヒ
テ
、
西
坊
ヲ
伺
ケ
ル
ホ
ド
一
一
、
西
初
運
ノ
キ
ワ
ム
ル
事

ハ
、
去
二
月
一
日
、
室
高
砂
ノ
遊
君
共
召
集
テ
、
浅
海
ニ
テ
船
遊
シ
ケ
ル
ホ
ド
ニ
、

家
子
郎
等
共
、
磯
ニ
下
リ
混
テ
、
西
勿
只
一
人
残
タ
リ
ケ
リ
。
出
雲
一
周
サ
ラ
ヌ
ヤ

ウ
ニ
テ
船
ニ
ノ
リ
、
ト
モ
ヅ
ナ
ヲ
シ
キ
リ
、
西
勿
ヲ
パ
、
船
パ
リ
ニ
シ
パ
リ
付
、

奥
ヲ
指
テ
漕
出
ル
。
家
子
郎
等
ハ
、
シ
パ
シ
ハ
入
道
ノ
漕
ト
心
得
テ
、
目
モ
カ
ケ

ズ
。
次
第
ニ
奥
ノ
方
へ
遠
ナ
リ
ケ
レ
パ
、
ア
レ
ハ
イ
カ
ニ
、
、
、
卜
申
ド
モ
、
又

船
モ
ナ
ケ
レ
パ
不
力
及
、
ヌ
ヶ
、
、
ト
被
取
ニ
ケ
リ
。
出
雲
房
ハ
夜
ニ
入
テ
、
有

ル
渚
ニ
船
ヲ
漕
付
テ
、
通
信
ヲ
尋
ル
処
ニ
、
川
断
面
師
協
同
減
計
バ
対
熱
材
対
0
2

制
対
括
討
ヨ
同
同
販
対
づ
封
対
刊
ぺ
両
三
封
恥
オ
ォ
品
説
碕
斗
ぱ
針
対
マ
ゴ
心
ぺ

敵
ヲ
生
取
テ
、
各
ノ
悦
テ
、
高
直
城
ニ
将
返
テ
、
大
子
ヲ
パ
張
付
ニ
シ
テ
、
西
須

ヲ
パ
鋸
ヲ
以
テ
、
七
日
七
夜
ニ
頚
ヲ
切
テ
ケ
リ
。
依
之
、
当
国
ニ
ハ
、
新
井
、
武

智
ガ
一
族
ヲ
始
ト
シ
テ
、
皆
河
野
ニ
随
候
ナ
リ
。
惣
四
国
住
人
ハ
悉
ク
東
国
ニ
与

力
仕
タ
リ
ケ
リ
ト
申
タ
リ
ケ
レ
パ
、
（
後
略
）

（
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
巻
三
沼
賀
入
道
与
河
野
合
戦
事
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後
半
部
）

史
料
八
で
は
、
河
野
通
清
の
養
子
出
雲
房
宗
賢
が
父
の
仇
で
あ
る
西
寂
を
単
身
で

捕
ら
え
、
弟
通
信
の
も
と
に
連
行
し
て
高
縄
城
で
殺
す
ま
で
の
展
開
が
描
か
れ
て
い

る
。
前
半
部
の
史
料
七
と
異
な
り
、
こ
こ
で
の
主
役
は
出
雲
一
民
宗
賢
で
あ
る
。
宗
賢

が
両
寂
を
捕
ら
え
る
ま
で
の
過
程
は
後
述
す
る
史
料
九
の
河
野
通
信
の
そ
れ
と
お
お

む
ね
同
じ
で
あ
る
。
傍
線
部
は
河
野
通
信
の
行
動
で
あ
る
が
、
史
料
九
で
は
主
役
で

あ
る
は
ず
の
通
信
は
完
全
に
脇
役
で
あ
る
。

『
予
章
記
』
を
併
せ
て
読
む
こ
と
で
史
料
八
の
性
格
が
見
え
る
。
『
，
F
青
卜
記
』
は

「
家
旧
記
」
と
し
て
出
雲
一
周
宗
賢
が
河
野
通
信
と
共
に
奴
可
西
寂
を
捕
ら
え
、
高
縄



奴可入道西寂補i考（斎藤）

城
の
通
清
の
墓
前
に
連
行
し
て
殺
し
た
い
う
内
容
を
載
せ
て
お
り
、
通
信
と
二
人
で

あ
る
こ
と
以
外
は
大
筋
は
史
料
八
の
『
延
慶
本
』
と
同
じ
で
あ
る
。
｛
一
示
賢
は
後
に
河

野
氏
一
族
の
「
十
八
ケ
村
」
に
加
入
し
て
桑
原
を
姓
と
し
て
名
乗
っ
た
と
あ
り
、
こ

の
内
容
が
河
野
氏
一
族
で
あ
る
桑
原
氏
の
始
祖
伝
承
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
ら
）

O

桑
原
氏
の
河
野
氏
一
族
で
あ
る
由
来
を
始
祖
で
あ
る
出
雲
房
宗
賢
の
武
功
に
よ
っ
て

説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
宗
賢
が
単
独
で
西
寂
を
捕
ら
え
た
と
す
る
内
容
は
、
桑

原
氏
の
子
孫
た
ち
に
よ
っ
て
武
功
が
誇
張
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
り

ふ
）
、
よ
り
原
伝
承
に
近
い
の
は
出
雲
房
宗
賢
ひ
と
り
の
活
躍
を
強
調
す
る
『
延
慶

本
』
で
あ
ろ
う
。
他
の
『
平
家
』
諸
本
や
『
予
章
記
』
は
編
纂
の
際
に
河
野
通
信
の

活
躍
を
記
し
た
別
の
資
料
を
参
照
し
て
改
変
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
予
章
記
』
の
記
述
に
は
桑
原
氏
以
外
の
伝
承
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
ら
し
き
部
分

が
あ
り
、
西
寂
の
高
縄
城
攻
撃
に
よ
っ
て
河
野
通
清
が
敗
死
し
た
と
記
し
た
後
、

「
中
河
衆
」
の
一
族
一
六
人
が
同
じ
く
討
死
・
白
害
し
、
中
河
一
族
が
滅
び
た
た
め
、

出
家
し
て
い
た
一
族
を
還
俗
さ
せ
て
家
を
継
が
せ
た
と
記
す
。
こ
の
部
分
は
、
中
河

氏
に
伝
わ
っ
て
い
た
「
家
ノ
相
伝
」
・
「
家
旧
記
」
の
類
に
取
材
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
『
予
陽
河
野
家
譜
』
に
は
「
通
信
西
寂
を
生
檎
す
る
の
一
事
は
、
高
山
雅
楽
介

の
伝
に
記
す
る
所
に
よ
れ
り
、
別
府
宮
内
少
輔
の
家
伝
に
は
和
気
郡
湊
山
に
於
て
す

と
あ
り
、
爾
説
執
れ
が
正
な
る
べ
き
」
と
記
し
、
準
拠
し
た
「
高
山
雅
楽
介
の
伝
」

と
は
別
に
細
部
の
異
な
る
「
別
府
宮
内
少
輔
の
家
伝
」
が
あ
っ
た
ど
し
て
い
る
。

『
盛
衰
記
』
は
、
西
寂
が
高
縄
城
に
連
行
さ
れ
て
は
り
つ
け
に
さ
れ
た
と
も
鋸
で
首

を
切
ら
れ
た
と
も
い
わ
れ
る
と
記
し
た
後
、
「
異
説
雄
口
多
、
死
亡
決
定
也
」
と
記
し
、

『
盛
衰
記
』
の
編
纂
時
に
は
西
寂
の
死
に
関
し
て
は
異
説
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
奴
可
西
寂
の
伊
予
侵
攻
と
そ
の
後
の
西
寂
へ
の
復
讐
伝
承
は
、
河
野
氏
の
一

族
・
被
官
の
家
に
そ
れ
ぞ
れ
の
始
祖
・
先
祖
が
活
躍
す
る
細
部
の
異
な
る
伝
承
が
伝

え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
予
章
一
記
』
は
「
家
旧
記
」
と
し
て
平
教
経
に
よ

る
安
芸
の
沼
田
城
攻
撃
の
際
に
河
野
通
信
の
伯
父
沼
田
次
郎
が
通
信
に
助
け
ら
れ
、

沼
田
次
郎
が
伊
予
で
河
野
氏
の
「
十
八
ケ
村
」
に
加
入
し
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ

は
伊
予
に
逃
れ
て
河
野
氏
の
被
官
と
な
っ
た
沼
田
氏
の
子
孫
が
伝
え
て
い
た
伝
承
で

あ
ろ
う
。
河
野
氏
の
一
族
・
被
官
は
、
治
承
・
寿
永
の
内
乱
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
先
祖

が
河
野
通
清
・
通
信
父
子
と
共
に
平
氏
と
戦
っ
た
と
い
う
伝
承
を
誇
ら
し
く
子
孫
に

伝
え
て
い
き
、
そ
の
一
部
が
『
予
章
記
』
や
『
予
陽
河
野
家
譜
』
に
収
録
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。

以
と
、
『
延
慶
本
』
に
お
け
る
奴
可
西
寂
の
伊
予
侵
攻
記
事
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

『
延
慶
本
』
の
記
述
は
前
半
部
と
後
半
部
で
性
格
が
異
な
る
。
前
半
部
に
は
奴
可
西

寂
ら
攻
撃
側
の
視
点
や
攻
城
戦
の
詳
細
な
描
写
が
含
ま
れ
、
西
寂
軍
の
合
戦
記
ゃ
い

く
さ
語
り
が
原
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
朝
廷
か
ら
追
討
宣

旨
の
類
が
下
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
西
寂
が
京
に
河
野
一
族
の
首
級
と
共
に
送
っ
た
で

あ
ろ
う
合
戦
日
記
が
原
資
料
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
後
半
部
は
一
転
し
て
河
野

通
清
の
養
子
出
雲
一
房
宗
賢
が
主
役
で
あ
り
、
原
資
料
は
伊
予
の
桑
原
氏
の
始
祖
伝
承

で
あ
っ
た
。
河
野
氏
一
族
・
被
官
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
ご
と
に
治
承
・
寿
永
の
内
乱
を

戦
っ
た
先
祖
に
関
す
る
伝
承
を
伝
え
て
お
り
、
そ
の
一
部
が
『
延
慶
本
』
の
原
資
料

と
な
り
、
ま
た
『
予
章
記
』
や
『
予
陽
河
野
家
譜
』
の
原
資
料
と
な
っ
た
。
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、
河
野
通
清
の
蜂
起
か
ら
奴
可
入
道
西
寂
の
伊
予
攻
撃
ま
で
の
展
開

本
章
で
は
前
稿
で
お
お
む
ね
事
実
で
あ
っ
た
と
す
る
に
と
ど
ま
り
、
詳
し
く
触
れ

な
か
っ
た
河
野
通
清
の
蜂
起
か
ら
奴
可
西
寂
の
伊
予
攻
撃
ま
で
の
時
系
列
を
考
え
て

み
た
い
。
ま
ず
、
『
平
家
』
の
記
述
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

ψ
科
九（

治
承
五
年
二
月
）
同
じ
き
十
六
日
、
伊
予
国
よ
り
飛
脚
到
来
、
去
年
の
冬
の
頃

よ
り
、
伊
予
国
の
住
人
、
河
野
四
郎
通
清
、
一
向
平
家
を
背
い
て
、
源
氏
に
同
心

の
問
、
制
従
可
例
ぽ
バ

T誠
M
説
田
誠
司
T
4訴
は
説
鴻
村
川
悦
川
崎

T
4
q新

ヨ
時
斜
瞬
寸
守
的
刊
再
サ
坊
は
時
川
寸
託
時
ぺ
遇
制
叫
暖
吟
川
詩
画
坂
ぱ
科
は
需
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せ
て
、
さ
ん
ざ
ん
に
攻
め
け
れ
ば
、
河
野
四
郎
通
清
志
死
ー
す
。
子
息
河
野
四
郎
通

信
は
、
安
芸
国
の
住
人
奴
回
次
郎
は
母
方
の
伯
父
な
り
け
れ
ば
、
そ
れ
へ
越
え
て

あ
り
合
わ
ず
、
父
を
討
た
せ
て
安
か
ら
ず
思
ひ
け
る
が
、
い
か
に
も
し
て
西
寂
を

討
ち
取
ら
ん
と
ぞ
窺
い
け
る
。
掛
川
説
明
鵠
防
、
国
岡
例
制
崩
封
鎖
倒
廿
づ
必
需

西
瓜
吟
弔
問
t
傾
倒
例
制
ぺ
坊
は
綬

q
d郡
越
対
訂
以
研
窮
叫
マ
援
司
麟
村

傾
M
M，
は
川
引
所
ぺ
、
河
野
四
郎
通
信
、
思
ひ
切
っ
た
る
者
ど
も
、
百
余
人
相
語

ら
っ
て
、
ぱ
っ
と
お
し
寄
す
。
酎
挺
料
訴
は
叫
三
百
斜
材
対
川

d
M訂
以
可
制
再

同
つ
掛
川
肘
川
崎
ヲ
属
吋
郵
貯
刊
す
成
吟
寸
必
討
対
封
吟
引
科
、
立
て
あ
ふ
者
を

ぱ
射
伏
せ
切
り
伏
せ
、
先
づ
西
寂
を
生
捕
っ
て
、
伊
予
国
へ
お
し
渡
り
、
父
が
討

た
れ
た
る
高
直
の
城
ま
で
堤
げ
持
ち
行
き
、
鎖
ぱ
，
合
計
的
坊

d
d引
け
り
間
パ
M
1

対
艇
ぱ
は
つ
川
ば
凶
販
社
川
付
。
そ
の
後
は
四
国
の
者
ど
も
、
河
野
四
郎
に
従
ひ

附

く

。

（

『

平

家

物

語

』

巻

六

飛

脚

到

来

）

第 6号

「
去
年
の
冬
の
頃
」
す
な
わ
ち
治
承
四
（
一
一
八

O
）
年
の
冬
に
伊
予
で
河
野
通

清
が
蜂
起
し
、
源
氏
に
同
心
し
た
。
備
後
か
ら
奴
可
西
寂
が
伊
予
に
攻
め
込
み
、
高

直
城
（
高
縄
城
）
で
通
清
を
討
っ
た
。
通
清
の
子
息
河
野
通
信
は
安
芸
国
の
沼
田
次

郎
の
も
と
に
逃
れ
、
西
寂
を
討
と
う
と
窺
っ
て
い
た
。
西
寂
は
四
国
の
狼
籍
を
鎮
圧

し
、
「
今
年
正
月
十
五
日
」
す
な
わ
ち
治
承
五
（
一
一
八
一
）
年
の
正
月
一
五
日
に
備

後
の
鞘
で
遊
女
を
集
め
て
遊
ん
で
い
た
。
そ
こ
へ
通
信
が
奇
襲
を
掛
け
、
西
寂
を
生

け
捕
り
に
し
て
伊
予
へ
連
行
し
、
高
縄
城
で
殺
害
し
た
。
時
系
列
と
し
て
は
、
治
承

四
年
冬
に
河
野
通
清
が
蜂
起
し
、
五
年
正
月
ま
で
に
奴
可
西
寂
の
伊
予
侵
攻
と
通
清

敗
死
、
四
国
の
平
定
、
正
月
一
五
日
に
河
野
通
信
の
奇
襲
に
よ
る
西
寂
捕
縛
、
そ
し

て
こ
の
報
が
二
月
一
六
日
に
都
に
伝
わ
っ
た
と
な
る
。

他
の
『
平
家
』
諸
本
に
目
を
転
じ
る
と
治
承
四
年
の
冬
に
河
野
通
清
が
蜂
起
し
た

と
す
る
点
は
同
じ
で
あ
る
が
、
河
野
通
信
ら
が
西
寂
を
捕
ら
え
た
月
日
は
異
な
っ
て

い
る
。
『
延
慶
本
』
で
は
、
西
寂
は
二
月
一
日
に
出
雲
房
宗
賢
に
捕
ら
わ
れ
、
一
七
日

に
都
に
伝
わ
っ
た
と
し
さ
、
『
盛
衰
記
』
は
西
寂
が
捕
ら
わ
れ
た
の
が
「
今
月
一
日
」

史人

す
な
わ
ち
二
月
一
日
と
し
昼
、
『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』
（
以
下
『
四
部
本
』
）

は
「
二
月
廿
一
日
」
と
す
る
る
o

こ
の
よ
う
に
他
の
『
平
家
』
諸
本
で
は
西
寂
の
捕

縛
は
お
お
む
ね
二
月
で
あ
る
。
そ
の
舞
台
は
輔
の
浦
と
す
る
史
料
九
と
異
な
り
、
伊

予
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
延
慶
本
』
が
奴
可
西
寂
に
よ
る
伊
予
の
制
圧
の
み
を
記

す
一
方
、
『
四
部
本
』
・
『
盛
衰
記
』
は
西
寂
が
四
国
の
反
平
氏
蜂
起
を
鎮
め
る
た
め

に
一
月
・
二
月
は
伊
予
に
滞
在
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。

実
際
に
河
野
通
清
が
敗
死
し
た
の
は
、
『
吉
記
』
の
養
和
元
（
一
一
八
一
）
年
八
月

二
三
日
条
に
「
伝
聞
、
伊
予
国
在
庁
川
名
大
夫
通
清
被
訴
伐
云
々
」
と
あ
る
よ
う
に

八
月
ご
ろ
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
吾
妻
鏡
』
養
和
元
（
一
一
八
一
）
年
九
月
二
七
日
条

は
、
「
民
部
大
夫
成
良
為
平
家
使
、
乱
入
伊
予
園
、
而
河
野
四
郎
以
下
在
庁
等
依
有
具

心
、
及
合
戦
、
河
野
頗
雌
伏
、
是
無
勢
之
故
欺
云
々
」
と
九
月
末
に
田
口
成
良
と

「
河
野
四
郎
」
ら
伊
予
在
庁
が
合
戦
に
及
ん
だ
旨
を
記
す
。
こ
の
「
河
野
四
郎
」
が

通
清
を
指
す
の
な
ら
『
吉
記
』
の
記
事
と
同
様
の
事
態
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

通
信
を
指
す
の
な
ら
通
清
の
死
後
も
抵
抗
す
る
河
野
氏
を
田
口
成
良
が
鎮
圧
し
た
こ

と
に
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
平
家
』
諸
本
が
語
る
通
清
の
敗
死
は
時
系
列
が

操
作
さ
れ
て
お
り
、
通
清
の
敗
死
前
後
の
伊
予
の
戦
闘
は
八
月
か
ら
九
月
ご
ろ
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

『
吾
妻
鏡
』
が
語
る
田
口
成
良
の
伊
予
侵
攻
は
『
延
慶
本
』
に
も
語
ら
れ
て
い
る
。
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史
料
一

O

（
治
承
四
年
二
一
月
）
同
月
、
伊
与
国
住
人
、
河
野
大
夫
越
智
通
清
、
源
氏
ニ
通

ジ
平
家
ヲ
背
テ
、
国
中
ヲ
管
領
シ
、
正
税
・
官
物
ヲ
抑
留
ス
ル
由
聞
へ
ケ
レ
パ
、

東
ハ
美
乃
国
マ
デ
源
氏
ニ
打
ト
ラ
レ
ヌ
、
西
国
サ
へ
又
ヵ
、
レ
パ
、
平
家
大
ニ
驚

騒
テ
、
阿
波
民
部
成
良
、
備
後
国
住
人
奴
可
回
入
道
高
信
法
師
ニ
仰
テ
、
是
ヲ
追

討
セ
ラ
ル
。
通
清
ハ
イ
カ
メ
シ
ク
思
立
タ
リ
ケ
レ
ド
モ
、
カ
ヲ
合
ス
ル
者
ナ
カ
リ

ケ
レ
パ
、
終
ニ
高
信
法
師
ガ
手
ニ
懸
テ
打
レ
ニ
ケ
リ
。

（
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
巻
二

福
田
冠
者
希
義
ヲ
被
訴
事
）



（斎藤）

史
料
一

O
は
『
延
慶
本
』
に
二
カ
所
あ
る
奴
可
西
寂
の
伊
予
攻
撃
の
う
ち
、
治
承

四
（
一
一
八

O
）
年
一
一
一
月
の
部
分
で
あ
り
、
京
都
に
伝
わ
っ
て
い
た
記
録
類
を
も

と
に
し
た
と
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
（
3
0

『
長
門
本
平
家
物
語
』
（
以
下
『
長
門
本
』
）
示
）

・
『
四
部
本
』
に
も
類
似
の
箇
所
が
あ
る
。
二
一
月
、
伊
予
で
河
野
通
清
が
源
氏
に
通

じ
て
平
氏
に
背
き
、
伊
予
の
国
中
を
管
領
し
、
正
税
・
官
物
を
抑
留
し
た
こ
と
が
伝

わ
っ
た
。
東
は
美
濃
ま
で
源
氏
に
討
ち
取
ら
れ
、
西
国
さ
え
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な

っ
た
た
め
、
平
氏
は
大
い
に
驚
き
、
阿
波
の
田
口
成
良
、
「
備
後
国
住
人
奴
可
田
入
道

高
信
法
師
」
リ
奴
可
西
寂
に
命
じ
て
通
清
を
追
討
さ
せ
た
。
通
清
は
西
寂
に
よ
っ
て

討
た
れ
た
。
田
口
成
良
の
伊
予
侵
攻
が
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
西
寂
の
実
名
を
高
信

と
す
る
な
ど
他
の
『
平
家
』
諸
本
や
史
料
に
な
い
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。

実
際
の
田
口
成
良
は
、
治
承
四
（
一
一
八

O
）
年
末
か
ら
五
年
の
は
じ
め
ご
ろ
に

か
け
て
平
氏
軍
に
参
加
し
て
畿
内
か
ら
美
濃
・
尾
張
を
転
戦
し
て
い
た
。

奴可入道西寂補考

ゆ
蒋
二（

前
略
）
後
間
、
南
都
追
討
使
重
衡
朝
臣
宿
側
、
先
陣
阿
波
国
住
人
民
部
大
夫
成

良
軍
兵
向
泉
木
津
為
一
陣
、
与
衆
徒
合
戦
、
矢
放
一
一
向
、
依
日
暮
不
戦
、

（
『
山
椀
記
』
治
承
四
（
一
一
八

O
）
年
一
二
月
二
七
日
条
）

伝
聞
、
尾
張
之
賊
徒
等
、
少
々
越
来
製
所
属
、
射
散
阿
波
民
部
重
良
之
徒
党
、
相

互
被
庇
之
者
有
数
、
官
軍
方
、
有
云
池
田
太
郎
之
者
捕
件
者
、
乍
生
持
去
了
一
五
々
、

此
事
実
事
也
、
然
市
彼
辺
秘
蔵
云
々
、

（
『
玉
葉
』
治
承
玉

（
一
一
八
一
）
年
二
月
二
九
日
条
）

ま
ず
二
一
月
末
に
は
、
田
口
成
良
は
南
都
を
攻
撃
す
る
平
重
衝
の
軍
勢
の
先
陣
と

し
て
泉
木
津
に
向
か
い
、
南
都
衆
徒
と
合
戦
に
及
ん
だ
。
そ
の
ま
ま
重
衝
の
南
都
焼

き
打
ち
に
も
参
加
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
成
良
は
二
月
末
に
は
美
濃
・
尾
張

国
境
で
源
行
家
・
義
円
ら
と
対
峠
し
て
い
た
。
三
月
初
め
の
墨
俣
合
戦
に
も
参
加
し

た
と
思
わ
れ
る
。
治
承
四
（
一
一
八

O
）
年
末
か
ら
五
年
一
月
末
ご
ろ
ま
で
平
氏
は

近
江
源
氏
・
美
濃
源
氏
、
ど
戦
闘
を
繰
り
広
げ
て
お
り
（
珂
）
、
南
都
攻
め
後
の
成
良
も
近

江
・
美
濃
の
戦
闘
に
参
加
し
た
可
能
性
は
高
く
、
そ
の
聞
に
阿
波
に
帰
国
す
る
余
裕

が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
墨
俣
合
戦
が
終
わ
り
、
平
氏
軍
が
京
へ
凱
旋
し
た
で

あ
ろ
う
三
月
半
ば
以
降
で
な
い
と
成
良
が
阿
波
へ
帰
国
し
て
伊
予
へ
侵
攻
す
る
の
は

難
し
い
。
田
口
成
良
・
奴
可
西
寂
に
伊
予
侵
攻
の
命
が
下
っ
た
の
は
早
く
て
も
四
月

以
降
と
な
ろ
う
。
史
料
一
一
の
『
延
慶
本
』
の
平
氏
が
田
口
成
良
・
奴
可
西
寂
に
河

野
通
清
追
討
を
命
じ
た
と
す
る
記
述
は
、
実
際
に
は
四
月
以
降
の
出
来
事
を
二
一
月

の
記
事
に
集
約
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
月
は
九
州
に
菊
池
隆
直
追
討
宣
旨
が
下
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
九
州
へ
の
追
討

使
と
し
て
平
貞
能
派
遣
が
動
き
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
時
期
で
も
あ
る
。
こ
の
九
州

へ
の
追
討
使
派
遣
と
奴
可
西
寂
ら
の
伊
予
へ
の
侵
攻
は
連
動
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
『
予
章
記
』
に
よ
る
と
伊
予
の
河
野
氏
は
大
山
祇
神
社
領
三
島
七
島
社
務
職
を
持

っ
て
お
り
、
伊
予
の
島
岐
部
を
支
配
し
て
い
た
。
ま
た
、
河
野
氏
は
対
岸
の
安
芸
の

沼
田
氏
と
婚
姻
な
ど
を
通
じ
た
協
調
関
係
を
築
い
て
お
り
、
両
氏
で
芸
予
間
の
海
域

を
掌
握
し
て
い
た
（
引
）

O

菊
池
隆
直
追
討
の
た
め
に
軍
勢
を
九
州
へ
海
路
で
移
動
さ
せ

よ
う
と
す
れ
ば
、
河
野
氏
の
支
配
海
域
を
必
然
的
に
通
過
す
る
こ
と
に
な
る
。
河
野

氏
が
平
氏
か
ら
離
反
し
、
さ
ら
に
『
平
家
』
が
語
る
よ
う
に
対
岸
の
沼
田
氏
も
そ
れ

を
密
か
に
支
援
す
る
よ
う
な
状
況
で
は
、
そ
れ
は
困
難
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。
九
州
へ

の
追
討
使
派
遣
の
前
提
と
し
て
伊
予
の
河
野
氏
の
蜂
起
を
鎮
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
実
際
に
追
討
使
平
貞
能
が
京
を
出
立
し
た
の
は
八
月
初
頭
で
あ
っ
た
（
3
0

河
野
通
清
敗
死
の
報
が
京
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
が
八
月
下
旬
で
あ
っ
た
の
で
（
？
八

月
初
頭
に
は
田
口
・
奴
可
の
軍
勢
が
伊
予
に
乱
入
し
て
河
野
通
清
を
追
い
詰
め
つ
つ

あ
り
、
平
貞
能
の
軍
勢
が
芸
予
の
島
興
部
を
通
過
で
き
る
目
途
が
立
っ
た
と
判
断
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

間
二
月
に
伊
予
に
院
庁
下
文
を
下
し
、
院
召
次
を
派
遣
し
た
と
す
る
『
盛
衰
記
』
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・
『
延
慶
本
』
の
記
述
も
九
州
の
菊
池
降
直
蜂
起
と
の
関
連
を
考
え
た
い
。
前
章
で
述

べ
た
よ
う
に
九
州
に
は
正
月
に
菊
池
隆
直
の
追
討
宣
旨
、
間
二
片
に
大
宰
府
管
内
諸

同
に
追
討
使
派
遣
ま
で
隆
直
の
侵
攻
を
防
御
せ
よ
と
の
院
庁
下
文
が
下
さ
れ
た
が
効

果
に
乏
し
く
、
山
月
に
は
再
び
迫
討
宣
旨
が
下
さ
れ
、
八
月
に
追
討
使
平
貞
能
が
九

州
に
発
向
し
た
。
閏
二
月
に
九
州
へ
の
追
討
使
派
遣
の
い
刀
針
が
決
ま
っ
た
と
す
る
と
、

同
じ
閏
二
月
に
九
州
へ
の
軍
勢
の
海
上
移
動
を
可
能
に
す
る
た
め
、
伊
予
の
河
野
通

清
追
討
を
命
じ
る
院
庁
ド
文
が
下
さ
れ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
事
態
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
治
承
凹
（
一
一
八

O
）
年
の
一
一
月
か
ら
三
月
初
一
頭
ま
で
、
平

氏
軍
の
主
力
は
近
江
源
氏
・
美
濃
源
氏
の
蜂
起
を
鎮
圧
す
る
の
に
投
入
さ
れ
、

J

一月

初
頭
の
墨
俣
合
戦
に
勝
利
す
る
ま
で
西
国
に
軍
勢
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
な
状
態
で
は

な
か
っ
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
閏
一
一
月
に
九
州
に
下
さ
れ
た
院
庁
下
文
は
追
討
使
派
遣

ま
で
現
地
勢
力
に
持
ち
こ
た
え
る
よ
う
命
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
伊
予
の
場
合
も

同
様
と
思
わ
れ
、
伊
予
へ
の
院
庁
下
文
の
内
容
は
詳
し
く
は
不
明
だ
が
、
史
料
五
で

半
宗
盛
が
東
国
へ
の
院
庁
下
文
の
文
面
に
入
れ
る
よ
う
要
求
し
た
の
と
同
様
に
、
伊

予
の
在
庁
や
武
士
た
ち
に
河
野
氏
か
ら
離
反
し
て
河
野
氏
を
追
討
せ
よ
と
命
じ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
こ
の
院
庁
下
文
を
下
さ
れ
た
の
は
伊
予
団
街
か
伊
予
国
内
の

親
平
氏
・
反
河
野
氏
勢
力
で
あ
ろ
う
（
？

さ
て
、
伊
予
に
院
庁
下
文
が
下
さ
れ
た
ら
し
い
閏
手
一
月
か
ら
奴
可
・
田
口
の
軍
勢

が
伊
予
に
侵
攻
し
て
い
た
八
月
の
問
、
都
に
お
い
て
河
野
氏
の
蜂
起
へ
の
対
応
に
影

響
す
る
よ
う
な
事
態
が
あ
っ
た
。
伊
予
は
、
平
清
盛
の
治
承
三
（
一
一
七
九
）
年
の

ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
伊
予
守
で
あ
っ
た
高
階
泰
経
が
解
任
さ
れ
、
有
力
な
親
平
氏

公
卿
で
あ
る
藤
原
邦
綱
の
知
行
国
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
込
）

O

邦
綱
は
治
承
五
（
一
一

八
一
）
年
間
二
月
一
一
三
日
に
死
去
し
き
、
三
月
初
め
に
伊
予
は
復
権
し
た
後
白
河
院

の
院
御
分
固
と
な
り
、
伊
予
守
に
は
高
階
信
章
が
任
じ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
後
白
河

院
が
備
前
の
知
行
を
望
ん
だ
の
を
平
山
一
不
盛
が
恒
何
し
、
代
わ
り
に
伊
予
を
宛
て
た
た

め
で
あ
っ
た
へ
？
河
野
氏
が
「
田
中
ヲ
管
領
シ
、
疋
税
・
官
物
ヲ
抑
留
ス
ル
」
（
『
延

慶
本
』
）
よ
う
な
状
態
の
真
つ
最
中
に
伊
予
の
知
行
国
主
が
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
時
の
伊
予
に
知
行
国
と
し
て
の
旨
味
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
た
だ

単
に
宗
慌
が
後
白
河
院
に
知
行
国
と
し
て
の
実
態
の
な
い
伊
予
を
押
し
つ
け
た
だ
け

と
い
う
見
方
も
で
き
る
。

藤
原
邦
綱
の
知
行
下
に
あ
っ
た
伊
予
の
詳
細
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
親
平
氏
公

卿
の
知
行
国
で
は
平
氏
の
意
を
汲
も
う
と
す
る
余
り
、
現
地
の
収
奪
を
強
化
し
た
り
、

特
定
の
平
氏
家
人
を
優
遇
し
た
り
す
る
状
況
が
見
ら
れ
た
。
瀬
戸
内
海
を
挟
ん
だ
隣

国
で
あ
る
安
芸
で
は
、
親
平
氏
公
卿
で
あ
る
藤
原
隆
季
の
知
行
下
に
あ
っ
た
治
本
一
二

（
一
一
七
九
）
年
の
終
わ
り
ご
ろ
、
平
氏
家
人
の
厳
島
神
主
佐
伯
景
弘
を
強
引
な
手

段
で
支
援
し
て
厳
島
社
領
を
拡
大
さ
せ
、
後
に
有
力
在
庁
の
葉
山
城
頼
宗
が
平
氏
か

ら
離
反
す
る
原
因
と
な
っ
た
（

M

）O

仮
に
伊
予
が
安
芸
と
同
じ
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、

邦
綱
知
行
下
の
伊
予
国
務
が
河
野
氏
蜂
起
の
一
因
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
知
行
園
、
主

の
交
代
に
よ
っ
て
事
態
の
打
開
を
は
か
ろ
う
と
し
た
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
玉
葉
』
の
記
主
九
条
兼
実
は
、
源
頼
朝
が
自
ら
に
反
逆
の
心
は
無
く
、
朝
廷
の

敵
を
討
つ
こ
と
を
望
ん
で
い
る
だ
け
だ
と
称
し
て
い
る
と
の
見
々
を
伝
え
て
い
る
し

（
子
ま
た
、
菊
池
隆
直
が
肥
後
国
司
の
も
と
に
使
者
を
遣
わ
し
、
謀
反
の
つ
も
り
は

な
い
と
弁
明
し
た
と
の
情
報
も
記
し
て
い
る
ら
o

治
承
五
（
一
一
八
一
）
年
間
一
一
月

六
日
、
後
白
河
院
が
諮
問
し
た
公
卿
議
定
が
、
後
白
河
院
が
蜂
起
勢
力
を
宥
免
す
る

院
庁
下
文
を
下
す
こ
と
で
一
致
し
た
の
は
、
飢
僅
に
よ
っ
て
兵
根
米
の
確
保
が
困
難

と
の
前
提
は
あ
る
が
、
後
白
河
院
の
復
権
が
事
態
の
打
開
に
資
す
る
と
い
う
考
え
方

が
朝
廷
内
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
り
o

伊
予
の
河
野
氏
の
蜂
起
に
際
し
で
も

同
様
の
効
果
を
知
行
国
主
の
交
代
に
よ
っ
て
期
待
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一

万
、
平
氏
に
と
っ
て
は
主
力
を
美
濃
・
尾
張
に
投
入
し
て
い
る
聞
の
当
面
の
時
間
稼

ぎ
程
度
で
あ
っ
た
ろ
う
。

お
そ
ら
く
、
伊
予
に
お
い
て
事
態
が
好
転
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
先

述
し
た
よ
う
に
墨
俣
合
戦
後
の
四
月
以
降
、
田
口
成
良
は
凱
旋
し
た
京
で
平
氏
か
ら

河
野
通
清
追
討
を
命
じ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
奴
可
西
寂
も
備
後
国
内
武
上
を
布
や
い

て
近
江
・
美
濃
・
尾
張
で
の
戦
闘
に
参
加
し
、
成

E

艮
と
同
様
に
京
で
一
川
野
通
清
追
討
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を
命
じ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
も
先
述
し
た
よ
う
に
田
口
・
奴
可
の
伊
予

侵
攻
は
、
平
貞
能
の
九
州
派
遣
の
前
提
で
あ
っ
た
。
史
料
一
一
の
『
延
慶
本
』
が

「
追
討
」
と
表
記
し
、
ま
た
、
『
吉
記
』
が
河
野
通
清
が
「
諒
伐
」
さ
れ
た
と
表
現
す

る
と
こ
ろ
か
ら
る
、
四
月
に
九
州
に
出
さ
れ
た
追
討
宣
旨
と
同
様
の
措
置
が
伊
予
に

も
と
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
相
互
こ
の
後
、
八
月
ま
で
に
回
日
・
奴
可
の
軍
勢
が

伊
予
に
乱
入
し
、
河
野
通
清
は
敗
死
す
る
こ
と
と
な
る
言
。

本
章
の
最
後
に
伊
予
で
の
河
野
氏
の
蜂
起
か
ら
田
口
成
良
・
奴
可
西
寂
の
伊
予
侵

攻
へ
の
過
程
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
治
承
四
（
一
一
八

O
）
年
の
冬
、
伊
予
で
河

野
通
清
が
蜂
起
し
、
田
中
を
管
領
し
て
正
税
・
官
物
を
抑
留
す
る
事
態
と
な
る
。
間

二
月
以
前
に
そ
の
報
が
京
へ
伝
わ
っ
た
が
、
平
氏
は
近
江
源
氏
・
美
濃
源
氏
と
の
戦

闘
に
軍
の
主
力
を
投
入
し
て
お
り
、
河
野
氏
の
蜂
起
を
武
力
鎮
圧
す
る
余
裕
は
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
伊
予
に
院
庁
下
文
を
下
し
、
伊
予
国
街
や
親
平
氏
勢
力
に
河
野
氏
の

蜂
起
に
対
抗
す
る
よ
う
命
じ
た
。
三
月
、
伊
予
の
後
白
河
院
御
分
国
へ
の
復
帰
に
よ

っ
て
国
司
が
交
代
し
た
が
、
事
態
は
打
開
し
な
か
っ
た
。
墨
俣
合
戦
後
の
四
月
以
降
、

平
氏
は
九
州
の
菊
池
降
直
の
蜂
起
を
鎮
圧
す
べ
く
、
隆
直
追
討
宣
旨
を
下
し
た
。
ま

た
、
墨
俣
合
戦
に
従
軍
し
て
い
た
平
貞
能
に
追
討
使
と
し
て
九
州
へ
下
向
す
る
こ
と

を
命
じ
た
。
平
氏
は
貞
能
の
軍
勢
を
九
州
へ
移
動
さ
せ
る
た
め
、
伊
予
の
河
野
氏
の

蜂
起
を
鎮
圧
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
も
墨
俣
合
戦
に
従
軍
し
て
い
た
で

あ
ろ
う
田
口
成
良
と
奴
可
西
寂
に
河
野
通
清
追
討
を
命
じ
た
。
そ
し
て
八
月
ま
で
に

回
日
・
奴
可
の
軍
勢
が
伊
予
に
乱
入
し
、
通
清
を
敗
死
さ
せ
る
と
と
に
成
功
し
た
。

通
清
ら
河
野
一
族
の
首
級
と
戦
闘
経
過
を
記
し
た
合
戦
日
記
な
ど
が
京
に
送
ら
れ
、

『
士
日
記
』
の
記
す
河
野
通
清
敗
死
の
伝
聞
と
な
っ
た
。

お
わ
り
に

最
後
に
本
稿
で
論
じ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

第
一
章
で
は
、
『
盛
衰
記
』
・
『
延
慶
本
』
に
記
さ
れ
る
治
承
五

一
八
一
）
年

閏
二
月
に
伊
予
に
下
さ
れ
た
院
庁
下
文
を
と
り
あ
げ
た
。
伊
予
と
並
記
さ
れ
て
い
る

東
国
・
九
州
へ
の
院
庁
下
文
が
別
の
史
料
で
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
、
同
じ
閏
二
月
に

『
吾
妻
鑑
』
が
河
野
氏
蜂
起
の
伝
聞
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
『
盛
衰
記
』
・
『
延
慶

本
』
の
記
事
に
は
何
ら
か
の
事
実
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
し
た
。

第
二
章
で
は
、
『
延
慶
本
』
の
詳
細
な
奴
可
西
寂
の
伊
予
侵
攻
記
事
を
と
り
あ
げ
た
。

前
半
部
に
は
河
野
氏
を
攻
撃
す
る
奴
可
西
寂
側
の
合
戦
記
ゃ
い
く
さ
語
り
が
原
資
料

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
推
定
し
た
。
後
半
部
の
出
雲
一
房
宗
賢
の
西
寂
捕
縛
誇
は

桑
原
氏
の
始
祖
伝
承
が
元
に
な
っ
て
お
り
、
河
野
氏
の
一
族
・
被
官
に
伝
わ
る
治
承

・
寿
永
の
内
乱
関
連
の
伝
承
の
一
部
が
『
延
慶
本
』
や
『
予
章
記
』
・
『
予
陽
河
野
家

譜
』
の
原
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
し
た
。

第
三
章
で
は
、
平
貞
能
の
九
州
攻
撃
の
前
提
と
し
て
奴
可
西
寂
ら
の
伊
予
攻
撃
を

捉
え
、
西
寂
と
共
に
伊
予
に
乱
入
し
た
田
口
成
良
や
九
州
下
向
前
の
平
貞
能
が
畿
内

や
美
濃
・
尾
張
方
面
の
戦
闘
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
奴
可
西
寂
ら
の
伊
予
攻

撃
の
時
期
を
三
月
の
墨
俣
合
戦
後
で
あ
る
四
月
以
降
と
推
定
し
た
。
ま
た
、
一
一
月
に

伊
予
が
親
平
氏
公
卿
藤
原
邦
綱
の
知
行
国
か
ら
後
白
何
院
御
分
国
に
な
っ
た
こ
と
で

伊
予
河
野
氏
の
蜂
起
の
沈
静
化
が
試
み
ら
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

以
と
、
伊
予
の
河
野
氏
蜂
起
に
つ
い
て
直
接
的
な
史
料
が
乏
し
い
た
め
、
『
平
家
』

諸
本
と
間
接
的
な
史
料
に
拠
っ
た
推
定
ば
か
り
で
と
り
と
め
の
な
い
内
容
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
前
稿
と
あ
わ
せ
て
治
承
・
寿
永
内
乱
期
の
西
国
を
考
え
る
上
で
一
助

と
も
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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註

（
1
）
拙
稿
「
備
後
国
の
平
氏
家
人
奴
可
入
道
西
寂
に
つ
い
て
」

究
』
二
八

O
号
、
二

O
一
二
年
）
。
以
下
、
前
稿
と
表
記
。

（
2
）
単
に
『
平
家
物
語
』
と
表
記
す
る
場
合
は
、
梶
原
正
昭
・
山
下
宏
明
校
注
『
新

古
典
文
学
大
系
半
家
物
語
上
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）
、
同
『
平
家

（
『
芸
備
地
方
史
研
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物
語
下
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）
を
参
照
し
た
。

（3
）
『
盛
衰
記
』
は
市
古
貞
次
他
校
注
『
源
平
盛
衰
記
』
一
，
、

J

六
（
三
弥
井
書
店
、

一
九
九
一
年

1
二
O
O
一
年
）
を
参
照
し
た
。

（4
）
『
延
慶
本
』
は
北
原
保
雄
・
小
川
栄
一
一
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
本
文
編
上
・

下
』
（
勉
誠
社
、
一
九
九

O
年
）
を
参
照
し
た
。

（5
）
松
島
周
一
「
「
院
宣
」
と
「
院
庁
下
文
」
」
（
『
日
本
史
研
究
』
二
八
二
号
、
一
九

八
六
年
）
。

（6
）
『
玉
葉
』
治
承
五
（
一
一
八
一
）
年
二
月
九
日
条
。

（7
）
『
玉
葉
』
治
承
五
（
一
一
八
一
）
年
間
二
月
一
五
日
条
。

（8
）
『
玉
葉
』
治
承
四
（
一
一
八

O
）
年
一
一
月
一
七
日
条
。

（9
）
『
玉
葉
』
治
承
五
（
一
一
八
二
年
正
月
二
一
日
条
。

（
叩
）
松
島
周
一
「
治
承
五
年
の
頼
朝
追
討
「
院
庁
下
文
」
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
文
化

論
叢
』
二
号
、
一
九
九
四
年
）
。

（
日
）
『
玉
葉
』
治
承
五
（
一
一
八
一
）
年
四
月
一

O
日
条
、
『
吉
記
』
同
日
条
。

（
口
）
『
玉
葉
』
治
承
五
（
一
一
八
一
）
年
閏
二
月
一
七
日
条
。

（
日
）
『
玉
菜
』
養
和
元
（
一
一
八
一
）
年
八
月
一
日
条
。
『
盛
衰
記
』
・
『
延
慶
本
』

は
八
月
三
日
と
す
る
。
『
吉
記
』
寿
永
元
（
一
一
八
二
）
年
三
月
三

O
日
条
に
は

「
追
討
使
貞
能
」
と
あ
る
。

（
M
）
『
愛
媛
県
編
年
史
第
一
一
』
（
愛
媛
県
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
六
五
年
）
一
四

O
頁。

（
日
）
『
吾
妻
鏡
』
治
承
五
（
一
一
八
一
）
年
間
二
月
四
日
条
。

（
同
）
『
吾
妻
鏡
』
治
承
五
（
一
一
八
一
）
年
閏
二
月
一
九
日
条
。
『
吾
妻
鏡
』
治
承
四

（
一
一
八

O
）
年
六
月
一
九
日
条
に
よ
る
と
三
善
康
信
は
鎌
倉
の
頼
朝
に
毎
月

一
二
度
の
使
者
を
送
り
、
洛
中
の
情
報
を
伝
え
て
い
た
。

（
げ
）
『
延
喜
主
計
式
』
は
相
模
固
か
ら
の
行
程
を
「
上
廿
五
日
」
・
「
下
十
三
日
」
と

し
て
い
る
。
税
を
運
京
し
終
わ
っ
て
帰
国
す
る
下
り
の
日
数
で
あ
る
二
二
日
が

一
般
的
な
京
と
相
模
の
聞
の
移
動
日
数
で
あ
ろ
う
。

（
同
）
以
下
の
『
延
慶
本
』
の
奴
可
商
寂
記
事
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
佐
伯
真
一

第 6号史人

「「平

家
物
語
」
と
「
予
章
記
」
」
（
『
帝
塚
山
学
院
大
学
日
本
文
学
研
究
』
第
一
九
号
、

一
九
八
八
年
）
に
よ
る
。
佐
伯
氏
に
よ
る
と
『
平
家
』
の
河
野
氏
関
係
伝
承
は
、

河
野
氏
の
家
伝
に
取
材
し
た
『
延
慶
本
』
・
『
長
門
本
』
の
原
型
と
な
る
祖
本
が

成
立
し
、
そ
こ
か
ら
記
述
が
縮
約
さ
れ
て
『
四
部
本
』
・
『
盛
衰
記
』
の
原
型
と

な
る
祖
本
が
成
立
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
河
野
氏
の
記
録
『
予
章
記
』
は
『
延

慶
本
』
・
『
長
門
本
』
の
祖
本
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
河
野
氏
の
家
伝
に

取
材
し
、
文
中
に
引
用
し
た
『
平
家
』
は
『
四
部
本
』
に
近
い
も
の
と
す
る
。

（
円
）
西
寂
が
河
野
通
清
ら
の
首
級
を
京
に
送
る
部
分
は
『
長
円
本
』
に
は
な
い
。

（
却
）
五
味
文
彦
「
二
合
戦
記
の
方
法
」
（
『
増
補
吾
妻
鏡
の
方
法
』
吉
川
弘
文
館
、

二
O
O
O年
、
初
出
は
一
九
八
七
年
）
、
美
濃
部
重
克
「
戦
場
の
働
き
の
価
値

化
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
八
四

O
号
、
一
九
九
三
年
）
、
佐
伯
真
一
「
い
く
さ

語
り
と
記
録
」
（
『
国
文
学
』
四

O
巻
五
号
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
。

（
引
）
下
向
井
龍
彦
「
王
朝
国
家
国
街
軍
制
研
究
の
基
本
視
角
」
（
坂
本
賞
三
編
『
王
朝

国
家
国
政
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
。

（
辺
）
佐
伯
真
一
「
「
平
家
物
語
」
と
「
予
章
記
」
」
（
『
帝
塚
山
学
院
大
学
日
本
文
学
研

究
』
第
一
九
号
、
一
九
八
八
年
）
。

（
お
）
佐
伯
真
一
「
「
平
家
物
語
」
と
「
予
章
記
」
」
（
『
帝
塚
山
学
院
大
学
日
本
文
学
研

究
』
第
一
九
号
、
一
九
八
八
年
）
。

（
M
）
出
雲
房
宗
賢
は
「
越
智
系
図
」
（
『
続
群
書
類
従
』
系
譜
部
）
で
は
河
野
通
清
の

子
「
宗
賢
坊
」
で
あ
り
、
「
桑
原
祖
也
」
と
あ
る
が
、
「
河
野
系
図
」
（
『
続
群
書

類
従
』
系
譜
部
）
で
は
通
清
の
子
通
員
か
ら
四
代
目
に
「
宗
賢
坊
」
が
記
さ
れ
、

そ
の
子
弘
兼
が
「
桑
原
氏
祖
」
と
さ
れ
て
い
る
。
桑
原
氏
の
始
祖
的
存
在
な
の

は
変
わ
ら
な
い
が
、
そ
の
系
図
上
の
位
置
づ
け
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
系

譜
関
係
の
明
確
で
な
い
人
物
で
あ
る
。
他
の
系
図
類
ま
で
確
認
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
『
延
慶
本
』
や
『
予
章
記
』
の
語
る
宗
賢
の
事
績
は
多
分
に
伝
説
化
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
延
慶
本
』
・
『
盛
衰
記
』
は
一
ノ
谷
の
戦
い

の
際
の
平
氏
軍
に
備
後
の
「
奴
可
入
道
」
が
い
た
と
し
て
お
り
、
実
際
は
西
寂
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は
伊
予
で
死
ん
で
お
ら
ず
、
『
延
慶
本
』
や
『
予
章
記
』
が
「
出
雲
房
宗
賢
」
と

す
る
桑
原
氏
の
始
組
の
武
功
が
誇
張
さ
れ
て
凶
寂
が
討
た
れ
た
こ
と
に
な
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

（
お
）
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
巻
二
一
沼
賀
入
道
与
河
野
合
戦
事
。

（
話
）
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
二
六
宇
佐
公
通
脚
力
附
伊
予
国
飛
脚
事
。

（
幻
）
『
阿
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』
巻
六
恕
何
入
道
河
野
合
戦
。

（
お
）
佐
伯
兵
一
「
「
平
家
物
語
」
と
「
予
章
記
」
」
（
「
帝
塚
山
学
院
大
学
日
本
文
学
研

究
』
第
一
九
口
ゲ
、
一
九
八
八
年
）

0

（
怨
）
『
長
門
本
』
は
市
島
謙
吉
編
『
平
家
物
語
長
門
木
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九

O

六
年
）
を
参
照
し
た
。

（
却
）
『
玉
葉
』
治
求
凹
（
一
一
八

O
）
年
二
一
月
一
五
日
条
、
同
ゐ
一
四
日
条
、
治
承

五
（
一
一
八
一
）
年
正
月
二
五
日
条
、
『
山
椀
記
』
治
承
四
年
会
二
月
二
二
日
条
、

同
一
（
五
日
条
、
『
百
練
抄
』
治
示
四
年
正
月
二

O
日
条
。

（
引
）
『
豊
浜
町
史
通
史
編
』
（
呉
市
役
所
、
二

O
一
五
年
）
「
第
三
章
中
世
の
血
一

浜
」
、
下
向
井
龍
彦
執
筆
。

（
立
）
『
玉
葉
』
養
和
元
（
一
一
八
一
）
年
八
月
一
日
条
。
な
お
同
九
月
六
日
条
に
は

平
貞
能
が
い
ま
だ
備
中
に
留
ま
っ
て
兵
較
米
を
求
め
て
い
る
と
あ
る
。

（
日
）
『
古
記
』
養
和
元
（
一
一
八
一
）
年
八
月
二
三
日
条
。

（
日
）
田
中
稔
氏
と
山
内
譲
氏
は
河
野
氏
と
新
居
氏
は
伊
予
園
内
で
対
立
・
競
合
関
係

に
あ
っ
た
と
す
る
が
（
田
中
稔
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
伊
予
国
の
地
頭
御
家
人

に
つ
い
て
」
（
『
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
度
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
↓
九
九
一
年
、

初
出
は
一
九
六
九
年
）
、
山
内
譲
「
伊
予
固
に
お
け
る
武
士
団
の
成
立
と
展
開
」

（
『
中
世
瀬
戸
内
海
地
域
史
の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
八
年
、
初
出
は

一
九
七
九
年
）
）
、
久
葉
裕
可
氏
は
伊
予
国
内
で
河
野
氏
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
の
は

高
市
氏
で
あ
り
、
新
居
氏
は
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
と
す
る
。
（
久
葉
裕
可
「
源
平
内
乱

期
に
お
け
る
河
野
氏
の
挙
兵
」
『
伊
予
史
談
』
二
五
八
号
、
一
九
八
五
年
）

0

（
お
）
川
岡
勉
「
武
家
権
門
の
成
立
と
西
国
領
主
」
（
『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要

奴可入道丙寂補考（資総）

第
二

部
人
文
・
社
会
科
学
』
二
六
（
一
）
、
一
九
九
三
年
）
。

（
話
）
『
玉
葉
』
治
承
五
（
一
一
八
一
）
年
閏
二
月
一
一
一
二
日
。

（
竹
山
）
『
玉
葉
』
治
承
五
（

A

一
八
一
）
年
三
月
六
日
条
。

（
M
）
角
重
始
「
安
芸
国
に
お
け
る
荘
園
公
領
制
の
形
成
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
一
七
五

号、

A

九
八
五
年
）
、
同
「
源
平
争
乱
前
夜
の
安
芸
国
」
（
『
日
本
歴
史
』
五
三

五
号
、
一
九
九
て
年
）

0

（
持
）
『
玉
葉
』
治
承
五
（
一
一
八
一
）
年
四
月
二
一
日
条
。

（
判
）
『
玉
葉
』
養
和
元
（
一
角
八
一
）
年
八
月
四
日
条
。

（
制
）
『
五
菜
』
治
承
五
（
一
一
八
一
）
年
間
二
月
六
日
条
、
同
七
日
条
。
た
だ
、
九

条
兼
実
は
、
源
頼
朝
ら
を
宥
免
す
る
院
庁
ド
文
が
話
題
に
な
っ
た
際
に
後
白
河

院
の
復
権
と
一
緒
に
平
氏
の
権
力
返
上
が
無
け
れ
ば
、
蜂
起
勢
力
の
宥
免
政
策

は
成
功
し
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
悲
観
的
な
見
々
を
記
し
て
い
る
。

（
幻
）
『
吉
記
』
養
和
元
（
一
一
八
一
）
年
八
月
二
三
日
条
。

（
拍
）
『
玉
葉
』
治
承
五
（
一
一
八
一
）
年
五
月
二
六
日
条
、
ヱ
口
記
』
同
日
条
、
『
公

卿
補
任
』
寿
永
二
年
に
よ
る
と
、
五
月
二
六
日
、
高
階
信
章
に
か
わ
っ
て
ク
ー

デ
タ
ー
以
前
の
伊
予
守
で
あ
っ
た
高
階
泰
経
が
再
任
さ
れ
て
い
る
。
約
二
ヶ
月

で
国
司
が
交
代
し
た
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
伊
予
の
蜂
起
を
国
外
の
平

氏
家
人
を
動
員
し
て
武
力
鎮
圧
す
る
か
針
が
固
ま
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

（
判
）
『
予
陽
河
野
家
譜
』
は
治
承
四
（
一
一
八

O
）
年
七
月
に
河
野
通
清
が
平
維
盛

の
目
代
と
戦
っ
た
と
す
る
。
源
頼
朝
の
挙
兵
に
先
立
つ
こ
と
一
ヶ
月
で
あ
り
、

他
の
史
料
で
も
見
え
な
い
内
容
で
あ
る
が
、
翌
五
年
七
月
で
あ
れ
ば
、
伊
予
で

目
代
と
阿
野
氏
と
の
戦
闘
が
お
こ
な
わ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。
『
予
陽
河
野
家

諮
問
』
の
一
記
述
は
翌
年
七
月
以
降
の
戦
闘
を
前
年
の
も
の
と
描
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
『
予
陽
河
野
家
譜
』
の
河
野
通
清
蜂
起
記
事
に
つ
い
て
は
、
景
浦
勉
編

『
善
応
寺
文
書
』
（
伊
予
史
料
集
成
刊
行
会
、
，
九
六
五
年
）
を
参
照
。
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